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　四方を海に囲まれた日本は、水産資源や観光など海の恩恵を受ける一方、せまい国土から採

れる必要な資源の量は限られています。そのため、私たちのくらしに必要なパンの元になる小

麦などの食料、発電に必要なガス、車のガソリンや衣類の元となる原油など多くの資源を海外

からの輸入に頼っています。そしてそのほぼ100％を船で日本へ運んでいます。

　「ジュニア・シッピング・ジャーナリスト賞」は全国の小学生・中学生・高校生の皆さんに、

それら貿易を担う「海運」や「船」などの海事産業について学び、その重要性を理解してもらい

たいと2013年から開催し、今年度で７回目を迎えます。

　2019年度も全国から多くの素晴らしい作品が1,182点も集まりました。子どもジャーナリス

トたちの作品を通して、１人でも多くの人に海事産業の大切さを理解し、身近に感じてほしい

と願っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和２年３月
公益財団法人　日本海事広報協会

はじめに

全国新聞教育研究協議会 理事長

小林　豊茂

（順不同・敬称略）

今回は、読み手が勉強になるような、専門分野まで入
り込んで調べ上げた作品がいくつかありました。海や
船を広い視点で捉えているのは立派です。新聞作りに
関しては、もちろん教師の指導が入っていると思いま
すが、生徒が自分なりに考え、工夫しているのを感じ
取ることができる作品が目立っていたというのが感想
です。また、手書き作品では、手書きの持つ温かさを
再確認しました。

東京海洋大学 理事・副学長

黒川　久幸

教育、災害、観光、環境など海事産業に関わるあらゆ
る題材が取り上げられ、どの作品もとても興味深かっ
たです。新聞作りはテーマを考えることから始まりま
すが、それぞれの児童・生徒が自分の発想で選んだテー
マであろうこと、そして、それらを掘り下げて、個性
的な新聞に作り上げていることは素晴らしいと思いま
した。これからも、いろいろな方面へ興味を広げていっ
てほしいです。

今回、作者の気持ちがあふれ出てくるような、読み応
えのある作品が多かったように思います。また、船、港、
海洋博物館などへ足を運び、取材し作り上げた、努力
の跡をうかがうことができる作品ばかりでした。新聞
作りを通して得た海や船の知識を、更に深めていただ
きたいと思います。最後に、作品を応募してくれた児
童・生徒の皆さんをはじめ、本コンクールに携わった
すべての方に感謝を申し上げたいと思います。

（公財）日本海事広報協会 理事長

伊藤　國男　
歌手・教育学博士

アグネス・チャン
新聞離れが進む今日、紙面をどう見せるか、読み手に
どうやって伝えていくかが難しいところです。また、
なんでもスマートフォンで調べられるので、知ったこ
とを書くのは簡単。大事なのは、自分の意見を表すこ
とだと思います。今回、自分がどう思うかを表現でき
ている作品が多く見られ、目を見張りました。この先、
AI 全盛の時代が来ても、日本の子どもたちは負けな
いなと安心しました。

最終審査会の様子
審査委員の先生方による協議の結果、最終的に賞が決定しました。

審査委員紹介・審査講評
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国土交通大臣賞

伝えたい!! 船! 新聞
愛知県　豊橋市立大村小学校

沼田 希美（5年）
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小学生
部門 今回、先生が応募する機会を作ってくれて、初めて応募しまし

た。私自身は読者の目を引くようなレイアウトにしたり、記事
ごとに線を入れて見やすくしたりなどの工夫をしました。初め
て応募したのに、こんなにいい賞を取れるとは思ってもいな
かったので、とてもうれしかったです。ありがとうございました。

受賞者
コメント
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公益財団法人 日本海事広報協会 会長賞

苫小牧西港新聞
宮城県　仙台市立荒町小学校

髙橋 　慧（3年）
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小学生
部門 僕は賞に入ったと聞いて、「本当かなぁ」と思いましたが、本

当だったので、すごくうれしかったです。いろいろなところに
行って、見たり、調べたりしたかいがありました。フェリーが
もっと身近な乗り物だとわかってもらえるといいなと思いま
す。皆さんも、苫小牧西港に行ってみてください。

受賞者
コメント
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優 秀 賞　

ガァンフェリー新聞
新潟県　新潟市立紫竹山小学校

織田 悠人（6年）
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小学生
部門 この新聞を書くにあたって、夏休みに、大型浚渫兼油回収船

「白山」と水理実験場を見学し、「新潟市歴史博物館みなと
ぴあ」で新潟港の歴史を勉強しました。僕たちの気づかない
ところで、重要な仕事をしていて驚きました。2 年連続で賞
をいただけたことを、とてもうれしく思っています。

受賞者
コメント
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優 秀 賞　

ぼくの夏 船新聞
東京都　新渡戸文化小中学校

中村 一朗太（2年）
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小学生
部門 僕はいろいろな海へ行きます。夏の終戦記念日に病院船に

乗っていた人の名前を見ました。大好きな船や、海から学ぶ
事はたくさんあります。海に何をしてあげられるだろう。僕
は考え、伝え、守り続けます。海を学ばせてくれた方、審査
をしてくれた方に感謝します。ありがとうございます。

受賞者
コメント
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優 秀 賞　

船は大切新聞
愛知県　豊橋市立大村小学校

荻野 珠羽（5年）
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小学生
部門 入賞したと聞いてうれしかったし、入賞すると思っていなかっ

たのでとてもびっくりしました。最初は船の事はあまり知ら
なかったけれど、船を見学して、深く勉強できて良かったで
す。船についてまったく知らない人や、１人でも多くの人に船
の大切さを知ってもらえるといいと思いました。

受賞者
コメント
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船のひみつ新聞
愛知県　豊橋市立大村小学校

中西 　伶（5年）

船・コンテナひみつ新聞
新潟県　新潟市立万代長嶺小学校

村山 結美（5年）

佳　作
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小学生
部門

船のひみつ新聞
東京都　荒川区立赤土小学校

和田 奏空（3年） 下関港新聞
山口県　下関市立西山小学校

伊藤 理来（4年）

船の仕組新聞
千葉県　千葉市立真砂東小学校

井口 晃季（3年）EMERALD ACE新聞
東京都　光塩女子学院初等科

濱井 　優（3年）
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佳　作

神田造船所新聞
広島県　呉市立和庄小学校

山口 はる奈（4年）

知ってほしい 船新聞
愛知県　豊橋市立大村小学校

鈴木 絵梨依（5年）
東京都　江東区立数矢小学校

髙田 真愛（5年）エメラルドエース新聞
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小学生
部門

すごいぞ！港船新聞
新潟県　新潟市立万代長嶺小学校

水野 結心（5年）

東港新聞
新潟県　新潟市立青山小学校

近藤 天翔（5年） くらしに大切なLNG船新聞
新潟県　新潟市立有明台小学校

上野 琥太郎（5年）
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佳　作

進水式ひみつ新聞
広島県　呉市立和庄小学校

田中 愛可（4年） コンテナ新聞
広島県　安芸高田市立愛郷小学校

谷ヶ﨑 由奈（5年）

フェリー新聞
大分県　別府市立緑丘小学校

八幡 優花（4年） さんふらわあ新聞
大分県　別府市立南小学校

安東 直紀（6年）
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小学生
部門

海運のれきし新聞
千葉県　千葉市立真砂東小学校

笹生 海里（3年） 新潟東港おしえて新聞
新潟県　新潟市立青山小学校

坂井 希衣（5年）

船の中大かいぼう！
東京都　荒川区立赤土小学校

青山 海音（3年） 船はどこまでも行く すごい!!
東京都　荒川区立赤土小学校

野村 美月（3年）
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小学生
部門

佳　作

貨物を運ぶ海運新聞
広島県　尾道市立御調中央小学校

中山 玲那（5年）

造船所見学新聞
神奈川県　横浜みなとキッズクラブ新聞社第４班

大野 幸之助、高田 美桜、斉藤 佑羽、渡邉 心美
長谷川 琥生、森田 琥珀、松野 奈々、一宮 颯汰

洞爺丸新聞
東京都　江東区立東砂小学校

吉川 さくら（6年）
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小学生
部門エクセレンス賞

チャレンジ
部門

※小学1・2年生対象

作品名 都道府県名 学校名 学年 名前

みなとしんぶん 東 京 都 江戸川区立
　南篠崎小学校 １年 村松　一伽

船新聞 千 葉 県 鎌ヶ谷市立
　東部小学校 １年 田村　茉莉

ひみつのコンテナせんの
　びっくりしんぶん 神奈川県 川崎市立

　川中島小学校 ２年 和賀　仁美

エネルギーのはこび方新聞 東 京 都 江東区立
　東砂小学校 ２年 鈴木　　蒼

いずしんぶん 千 葉 県 船橋市立
　高根台第二小学校 １年 神谷　咲希

たのしいしんぶん 千 葉 県 千葉市立
　小中台小学校 １年 長川　真子

きゃくせんあすか 東 京 都 江戸川区立
　南篠崎小学校 １年 大箸　美空

じどうしゃ船より大きい船 東 京 都 中央区立
　有馬小学校 ２年 笹部　知矢

みなとしんぶん 東 京 都 江戸川区立
　南篠崎小学校 １年 吉原　壮真

みなと新聞 広 島 県 呉市立
　阿賀小学校 ２年 髙尾　恭佑

船の新聞 東 京 都 江東区立
　東砂小学校 ２年 栗塚　皓誠

きゃくせんしんぶん 神奈川県 平塚市立
　花水小学校 ２年 比谷�和花菜

びっくりしんぶん 東 京 都 江東区立
　東砂小学校 １年 尾﨑　凛子

コンテナ新聞 埼 玉 県 さいたま市立
　原山小学校 ２年 笠井　望生
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国土交通大臣賞

関釜航路と朝鮮史
山口県　下関市立名陵中学校

瀧口ひかり（1年）
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中学生
部門

高校生

この新聞は、日韓友好を願って制作しました。朝鮮通信使について取
材をして、室町時代から友好関係を築いていたことに驚きました。
日韓友好の架け橋となっている関釜フェリーが今年、就航 50 周年を迎
えるので、韓国からたくさんの観光客が来てくれることを願っています。
取材に協力してくださった皆さま、ありがとうございました。

受賞者
コメント
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公益財団法人 日本海事広報協会 会長賞

桜陽新聞
東京都　東京都立国際高等学校

大野 花鈴（1年）
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中学生
部門

高校生

私は、ビジネスアイデアコンテストである「SAGE JAPAN」
に出場するに当たり、私たちの研究テーマでもある漁網や海
洋汚染についてこの新聞でまとめてみました。気づきが多く
あり、学ぶこともたくさんありました。この知識を「SAGE 
JAPAN」での活動や今後の生活でいかしたいと思います。

受賞者
コメント
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優 秀 賞　

桜陽新聞
東京都　東京都立国際高等学校

井手 満菜（1年）
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中学生
部門

高校生

お台場の「船の科学館」で元南極観測隊長、山岸久雄さんに奇跡
的にお話を伺うことができたことが大きかったと思います。世界の
最南端へと向かう南極観測船には隊員をはじめとする人々の思いが
のっています。そこにはたくさんのドラマがありました。この学習を
通して私は日本の南極観測隊の動きに注目するようになりました。

受賞者
コメント
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優 秀 賞　

縁の下の力持ち 防食技術新聞
埼玉県　上尾市立西中学校

渡部 朔矢（1年）
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中学生
部門

高校生

あまり知られていないけれど、日本の海運を陰で支える防食
技術についてまとめました。この新聞を通して防食技術に興
味を持ってもらえたらうれしいです。また今回４度目の受賞
ということで、とても光栄に思っています。ありがとうござ
いました。

受賞者
コメント
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優 秀 賞　

桜陽新聞
東京都　東京都立国際高等学校

角田 心優（1年）
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中学生
部門

高校生

このような名誉ある賞をいただき、ありがとうございます。とてもうれ
しいです。テーマが幅広く、どうしたら自分が調べたことがわかりやすく
伝わるか試行錯誤しました。いろいろ考えて書くのは難しかったですが、
今回優秀賞をいただき少し自信を持つことができました。関係者の皆さ
まありがとうございました。これを励みに今後も精進していきます。

受賞者
コメント
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創船記新聞
東京都　荒川区立第九中学校

鶴岡 桜玖（2年） するめ新聞
山形県　南陽市立赤湯中学校

平吹 　海（2年）

船no新聞
東京都　荒川区立第九中学校

新堀 若菜（3年） 海運新聞
東京都　荒川区立第九中学校

薄井 風雅（2年）

佳　作
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中学生
部門

高校生

「造船」の大変さ 税関の活躍‼
山口県　下関市立夢が丘中学校

田村 勇馬、寺内 孝吉、西村 亮洋
稗田 小梅、樋口 美玲、弘中 杏樹（1年）

港の秘密新聞
東京都　荒川区立第九中学校

菅原 かのん（3年）臼井の新聞
東京都　荒川区立第九中学校

臼井 俊平（2年）
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海運新聞
東京都　葛飾区立金町中学校

杉本 花音（2年） 海はあおい新聞
東京都　葛飾区立金町中学校

及川 蒼衣（2年）

SHIP新聞
広島県　呉市立仁方中学校

徳永 孝志、山谷 椿、岡田 康生、広瀬 瑞姫（1年）

佳　作
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中学生
部門

高校生

桜陽新聞
東京都　東京都立国際高等学校

大木　 萌（1年）

桜陽新聞
東京都　東京都立国際高等学校

大野 美凪（1年）
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とーまの新聞
東京都　荒川区立第九中学校

仲本 冬馬（2年） みなと新聞
東京都　荒川区立第九中学校

熊倉 沙南（2年）

佳　作

船長の話から「船員の仕事」
大分県　佐伯市立彦陽中学校

松﨑 明洋、佐藤 莉瑚、清家 和也
岩瀬 　司、高井 晏里、中村 永夜（1年）

中学生
部門

高校生
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国土交通大臣賞の選出について

国土交通大臣賞　表彰式

国土交通大臣賞については、赤羽一嘉国土交通大臣が自ら選出されました。

中学生・高校生部門　国土交通大臣賞
下関市立名陵中学校１年　瀧口�ひかりさん

受賞者へ直接賞状を授与いたしました。

小学生部門　国土交通大臣賞　　
豊橋市立大村小学校５年　沼田�希美さん

左から 3 番目が沼田さん。

ー 国土交通大臣賞選評ー
小学生部門「伝えたい !! 船 ! 新聞」（豊橋市立大村小学校 5 年　沼田 希美）

＜選評＞ 三河港で活躍する船の紹介記事に、読者はひきつけられると思う。船員の仕事の魅力を紹介
する記事も、ユーモアを交えていておもしろい。また、イラストや写真がバランスよくレイ
アウトされていて読みやすく、日本の海運の重要性を伝える素晴らしい作品である。

中学生・高校生部門「関釜航路と朝鮮史」（下関市立名陵中学校 1 年　瀧口 ひかり）
＜選評＞ 下関を舞台とする航海の歴史を取り上げた、地域学習の観点から見ても優れた作品。「寿司

屋のネタが勢揃い」など、見出しの発想もユニーク。４コマ漫画、インタビュー、コラム、ク
イズといろいろな要素を上手に使った完成度の高い、作者の思いが込められた作品である。

写真提供：国土交通省
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審査委員特別賞
全国新聞教育研究協議会 理事長　小林　豊茂

靑港新聞
神奈川県　横浜市立老松中学校

舘脇 悦哉､鈴木 愛佳､小林 広紀､木村 誠(3年）
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小学生部門
中学生・高校生部門
チャレンジ部門 夏休みに船に乗って横浜の港湾地域を見学し学習しました。

見学を通して、改めて横浜が海運によって発展を遂げた場所
であることを実感、この経験を発信したいと新聞制作に取り
組みました。今回このような素晴らしい賞をいただき、たい
へん喜んでおります。ありがとうございました。

受賞者
コメント
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桜陽新聞
東京都　東京都立国際高等学校

赤城 　蓮（1年）

審査委員特別賞
歌手・教育学博士　アグネス・チャン
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小学生部門
中学生・高校生部門
チャレンジ部門 今回受賞することができ、とてもうれしく感じていますが、

それ以上に学びの多い、有意義な経験ができたと思います。
私は将来、観光業に関係する仕事に就きたいと考えているの
ですが、海事産業とのつながりを発見できて、とても興味深
かったです。

受賞者
コメント
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人魚新聞
東京都　田園調布雙葉小学校

松本 美蘭（1年）

こんな素敵な賞をいただけると思わなかったので、とてもうれしかったです。
私はクイズが好きなので、いろいろ教えていただいたことをクイズにしてみました。
今年も夏休みに海について調べて新聞を作りたいと思います。

受賞者
コメント

審査委員特別賞
東京海洋大学 理事・副学長　黒川　久幸
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小学生部門
中学生・高校生部門
チャレンジ部門

審査委員特別賞
（公財）日本海事広報協会 理事長　伊藤　國男

発見！自動車船新聞
神奈川県　横浜市立綱島東小学校

髙野 百笑（4年）

うみ博で見学した自動車専用船について、くわしく書けるように、父がとったビデオ
やもらった資料を見て、情報を集めました。絵や写真を使って、わかりやすくしたり、
読む人が面白そうだと思えるような見出しをつけたりしました。入賞できてとてもう
れしいです。

受賞者
コメント
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一般社団法人 日本造船工業会 会長賞

広島県　呉市立和庄小学校

進水式に参加した子どもたちは、想像をはるかに超えた壮大な船を前にして、造船技術の素晴らしさに感動
しました。この見学を通して、実際に自分の目で見て、五感を働かせながら学んだことを新聞にまとめる活
動では、生き生きとした表現で意欲的に取り組むことができました。今回、子どもたちの学びを深めること
ができた上に、素晴らしい賞をいただき、子どもたちはたいへん喜んでおります。ありがとうございました。

受賞者
コメント
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優秀賞（団体賞）　
優れた作品を多数ご応募いただいた学校に贈られる優秀賞。
今年度は3校が選ばれました。

新潟県　新潟市立有明台小学校

子どもたちは、LNG 基地を見学し、液化天然ガスが私たちの暮らしに欠かせないも
のであり、それらを輸入するために、LNG 船が使われていることを知りました。学ん
だことを新聞にまとめる活動は得るものが多く、自主学習で他の題材で新聞を作成す
る子が増えました。この度は、貴重な学びの機会をいただき、ありがとうございました。

受賞
コメント

広島県　呉市立倉橋小学校

倉橋小学校５年生は，JMU 呉事業所を見学させていただきました。巨大なクレーンやドック等を見せて
いただいたり，船舶に関することをいろいろ教えていただいたりし，貿易における海運業の重要性や呉の
造船の歴史や技術等，学習する機会となりました。児童は学んだことをもとに新聞作りをしました。児
童の学習の一端を評価していただき，とても喜んでいます。素晴らしい賞をありがとうございました。

受賞
コメント

小学生部門
中学生・高校生部門
チャレンジ部門
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優 秀 賞（団体賞）　

優れた作品を多数ご応募いただいた学校に贈られる優秀賞。
今年度は3校が選ばれました。

東京都　東京都立国際高等学校　

本校のNIE活動の一環である授業実践が評価されたことをたいへんうれしく思います。「ジュニア・シッピング・ジャー
ナリスト賞」への応募は、年間を通じた NIE 活動の柱の一つとしてアウトプットに視点を置き、フィールドワークを
もとに情報の精査と表現のあり方を学び深める契機として活用いたしました。これからも日本と世界をつなぐ海事
産業を通して、知識と見解を広め、国際理解教育のパイオニアとしてさらなる高みを目指していきたいと思います。

受賞
コメント

小学生部門
中学生・高校生部門
チャレンジ部門
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2020年も「ジュニア・シッピング・ジャーナリスト賞」は作品を募集しております。
詳しくはホームページをご確認ください。　www.kaijipr.or.jp/jsj

●応募締切　10月31日（木）当日消印有効
●注意事項　１．応募にあたり、ほかの著作物を参考にしている場合は、参考資料として必ず明記してください。

　２．入賞作品の著作権は主催者側に帰属します。また、作品・作品制作者名・学校名は公表するとともに、
 入賞作品については主催者が別途展示・使用することがあります。

　３．応募作品は原則として返却しません。
　４．文化祭／学園祭などこれから使用予定の場合はコピーを送付してください。
　５．16歳未満の方は、学校の先生または保護者の同意のもとご応募ください。

●審査委員　  アグネス・チャン（歌手・教育学博士）／ 小林豊茂（全国新聞教育研究協議会 理事長）
（敬称略）　黒川久幸（東京海洋大学  理事・副学長）／ 伊藤國男（（公財）日本海事広報協会 理事長）

●発　　表　入賞者には、審査会（２０20年１月下旬予定）終了後在籍校を通して本人に通知します。

【学校・クラス単位でご応募いただける先生へ】
応募票１枚に応募部門・学年・学校名・担当先生名・連絡先と下記応募作品数を記入し、応募してください。（作品ごとに応募票をつける必要はありません）

応募作品数 ⇨ 〔　　　　〕点　　

応 募 部 門

作  品  名

小学生部門　　／　　中学生・高校生部門　　／　　チャレンジ部門

学　年

連絡先 （電話番号）

氏　名 （ふりがな）

※グループの場合は、代表者氏名と人数を記入

担当先生名

年

E-mail

2019 ジュニア・シッピング・ジャーナリスト賞　応募票
〈キリトリ〉

応募・
お問い合わせ 〒104-0032  東京都中央区八丁堀3丁目17-6　群成舎八丁堀ビル6階（株）プラスエム内

電話：03（6222）5250　  ＦＡＸ：03（6222）4823　　e-mail：jr-shipping@plus-m.co.jp

2019 「ジュニア・シッピング・ジャーナリスト賞」運営事務局

●海運（海上輸送）と私達のくらしの関係 ●海運（海上輸送）の仕組み ●船の種類 ●船の造り方
●港の役割 ●船や港、造船所で働く人々 ●海運（海上輸送）の歴史　　 　など海事産業全般について

１）ほかのコンクール等に入賞した作品は応募できません。（校内コンクールは可）
２）カラーでもモノクロでも構いません。
３）写真・イラスト・グラフ・漫画などを使用しても構いません。 
４）手書き、パソコンなど、書き方は自由です。
５）応募の際は、所定の応募票に必要事項を必ず記入してください。
６）応募作品はオリジナルの作品に限ります。

〇国土交通大臣賞　〔賞状と副賞を贈呈〕：2点 （各部門1点ずつ）
〇（公財）日本海事広報協会会長賞：2点 （各部門1点ずつ）
　〔賞状と副賞を贈呈〕
〇優秀賞：６点 （各部門３点ずつ）  〔賞状と副賞を贈呈〕
〇佳　作：20点程度  〔賞状を贈呈〕

〇（一社）日本船主協会会長賞 ：１点  〔賞状と副賞を贈呈〕
〇（一社）日本造船工業会会長賞 ：１点  〔賞状と副賞を贈呈〕
〇審査委員特別賞：４点  〔賞状と副賞を贈呈〕
〇参加賞：応募者全員に記念品を贈呈します。

応募部門 小学生部門 中学生・高校生部門 チャレンジ部門
対象学年

テーマ

募集内容

応募のきまり
その他

サイズ
枚　数 2枚まで

A3サイズ以下

上記テーマを取材し新聞形式に制作したもの。

応募作品の大きさはA4、B4、A3サイズのいずれか

〇最優秀賞 ：１校  〔賞状と副賞を贈呈〕　　　〇優秀賞 ：3校程度  〔賞状と副賞を贈呈〕

エクセレンス賞　20点程度
〔賞状を贈呈〕

賞と賞品
（予定）

個人賞

団体賞

小学１～ 6年生 中学生・高校生 小学１・2年生

上記テーマを取材し、新聞風な作品（体験
したことを公表するポスターやレポート、
絵日記のような作品）にしたもの。

●タイトル　２０１9「ジュニア・シッピング・ジャーナリスト賞」 ●応募資格　全国の小学生・中学生・高校生
●募集概要

【個人情報の
　取り扱いについて】

応募者の個人情報は応募に関する結果連絡、主催者ホームページ等での入賞発表、賞品の発送等、本事業実施の目的のみに利用いたします。
個人情報は、法律に基づく命令等を除いて、上記以外の利用、提供はしません。
応募者の個人情報は、主催者が「ジュニア・シッピング・ジャーナリスト賞」運営事務局に委託を行い取得いたします。

※各作品に氏名、学校名、学年の記入があることをご確認ください。

学校名 （ふりがな）

「ジュニア・シッピング・ジャーナリスト賞」ホームページ

http://www.kaijipr.or.jp/jsj/

http://www.kaijipr.or.jp/digitalbook/

こんなこと書いたらいいかも？こんなこと書いたらいいかも？

※海運とは、「船によってものや人などを運ぶこと｣ をいいます｡

日本の貿易物資のほぼ100%が、船で運ばれています｡
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みんなが大好きなバナナ。みんなが食べてい

るバナナのほとんどは、海外から運ばれてき

ているみたい。どの国から、何をつかって、

どのように運ばれてくるのかな？

いろいろな形の船があるよね。

何を運んでいるのかな？

アイデア1 アイデア2

しらべてみよう！

2019 ジュニア・シッピング・ジャーナリスト賞2019 ジュニア・シッピング・ジャーナリスト賞 募集要項

小学1・2年生は、
「小学生部門」と「チャレンジ部門」を
選択して応募することができます。
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ジャーナリスト賞

ジュニア
シッピング
2019

応募者全員に
参加賞プレゼント！

国土交通省、文部科学省、全国連合小学校長会、
全日本中学校長会、全国高等学校長協会、

全国市町村教育委員会連合会、
全国新聞教育研究協議会、

一般社団法人 日本船主協会、
一般社団法人 日本造船工業会、

一般社団法人 日本中小型造船工業会、
公益財団法人 日本海事センター

公益財団法人 日本海事広報協会
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後 援

主 催 公益財団法人 日本海事広報協会

国土交通省、文部科学省、全国連合小学校長会、全日本中学校長会、全国高等学校長協会、
全国市町村教育委員会連合会、全国新聞教育研究協議会、一般社団法人 日本船主協会、一般社団法人 日本造船工業会、
一般社団法人 日本中小型造船工業会、公益財団法人 日本海事センター

2019

ジュニ
ア・シッピング

ジャーナリスト賞
入 賞 作 品 集

2019年度
「ジュニア・シッピング・ジャーナリスト賞」入賞作品集

2020年（令和2年）3月30日発行

主　催
（公財）日本海事広報協会
〒104-0043 東京都中央区湊2-12-6 湊SYビル
TEL： 03（3552）5033　FAX： 03（3553）6580

運営事務局
「ジュニア・シッピング・ジャーナリスト賞」運営事務局
〒104-0032 東京都中央区八丁堀3丁目17-6
群成舎八丁堀ビル6階（株）プラスエム内
TEL： 03（6222）5250　FAX： 03（6222）4823
e-mail：jr-shipping@plus-m.co.jp

「ジュニア・シッピング・ジャーナリスト賞」ホームページ

www.kaijipr.or.jp/jsj


